
様式第２号

１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
2022 年度 t-CO2

t-CO2

％ 1.52 ％

％ ％

t-CO2

％ 2.19 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ 5.31 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ ％

％ ％

３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

100 ％ 100 ％

100 ％

100 ％

％

第２年度
実施状況の説明

等
前年度と同じく無駄なアイドリングストップを⼼掛けて、機
械の稼働も効率よく運⽤してCO2削減に尽⼒した。

第３年度
実施状況の説明

等

排出量等の
増減理由

0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

第２年度 2024 年度

第３年度 2025 年度

出荷量の減少に伴いCO2削減量も減少しました、前年に続き機械稼働の効率化を維持し軽油の使
⽤量を削減し原単位の削減にも成功した。

排出量 排出原単位
削減率

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等

重機等の機械の無⽤なアイドリングは避け必要に応じて稼働
機械を選定し作業内容を効率化し重機等の使⽤燃料の削減に
尽⼒した。

0.04062

排出量等の
増減理由

出荷量の増加に伴い排出量も増加していますが、機械稼働の効率化を図り軽油の使⽤量を削減し
原単位の削減には成功した。

排出量 2,967.6

排出量 2,801.9 排出原単位 0.03846

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

排出原単位 0.03973
削減率 -2.53 削減率

第１年度 2023 年度

温室効果ガスの
排出状況

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気

基準年度 基準排出量 2,894.4 基準原単位

削減率

温室効果ガスの
削減目標

3.19 削減率

排出量等の
増減理由

削減率

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 仙台アスコン㈱
事 業 所 の 名 称 仙台中央アスコン共同企業体

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 仙台市宮城野区扇町六丁目2-21
主 た る 事 業 石油製品・石炭製品製造業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

目標排出量 2,890.0 目標原単位 0.04
削減率 0.15 削減率

（一般事業所等用）



様式第２号

実施済

計画期間以前の温室効果ガス
の大幅な削減

燃費性能の良い⾞両の計画的導⼊

ヒートアイランド対策の実施
場内にて定期的に散⽔を⾏い場内をウェットに保つようにし
ている。

実施済

施設の⽼朽化に伴いリサイクルユニットを⾼効率バーナーと
新品ドライヤに⼊換え熱効率を改善した。

実施済

計画期間以前の温室効果ガス
の大幅な削減

機械の⽼朽化と省エネ効果を期待し37ｋｗの大型コンプレッ
サを15ｋｗのコンプレッサ2機に交換し、自動発停させるこ
とにより常時使⽤する電⼒量の削減に成功した。

実施済

実施済

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

廃棄物削減対策の実施
破砕プラントにてＡＳ廃材、ＣＯ廃材を破砕・ふるい分け
し、製品としてリサイクルしている。

実施済

選択対策の実施状況

項目 実施状況

デマンド管理 実施済

⽣産性管理 実施済

外気冷房 実施済

計画期間以前の温室効果ガス
の大幅な削減

場内施設の照明灯のＬＥＤ化

（一般事業所等用）


